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１．ＳＤＧｓと企業の役割について

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）は、２０１５（平成２７）年９月に国連
において採択された２０３０（令和１２）年を期限とする、国際社会の普遍的な目標であり、誰一人取り残さな
い社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組むものです。
このＳＤＧｓの実現に向け、我が国をはじめとする各国は、それぞれの国においてＳＤＧｓを実現することに

尽力すると同時に、自らの地域、そして世界レベルでＳＤＧｓの達成のために協力することが求められています。
我が国においては、２０１６（平成２８）年５月に、政府により、総理大臣を本部長とするＳＤＧｓ推進本部

が設置、同年１２月にＳＤＧｓ実施指針が策定（２０１９（令和元）年１２月改定）されました。
この指針において、事業者（ビジネス）の役割として、それぞれの企業が経営戦略の中にＳＤＧｓを据え、持

続的な企業成長を図っていくことが重要であり、このために、官民が連携し、企業が本業を含めた多様な取組み
を通じてＳＤＧｓ達成に貢献する機運を、国内外で醸成することが重要であると記載されています。
県としても、県内企業の９９．８％を占め、雇用の約８割を担う中小企業にＳＤＧｓに取り組んでいただきた

いと考えております。

２．事例集作成の趣旨

県においては、ＳＤＧｓの考え方が、県が策定した総合計画や地方創生総合戦略の考え方と重なっている部分
が非常に多いことから、これらを着実に実施することにより、ＳＤＧｓの取組みを推進しています。
県は、総合計画や地方創生総合戦略に位置付けられた施策の効果を高めるために、一定の条件に合致した取組

みを行う事業者の認証制度や、特定の分野において優れた取組みを実施する事業者に対する表彰制度を設けてい
ます。この認証制度や表彰制度に基づく事業者による取組みの中には、ＳＤＧｓの１７の目標（ゴール）に関連
するものも多く見られます。
一方、中小企業の皆様にとっては、ＳＤＧｓに取り組むことで、地球環境にやさしい商品等の新たなビジネス

チャンスを生み出したり、企業のイメージアップにつながる可能性があります。そこで、これらの中から、特に、
中小企業の皆様が今後ＳＤＧｓの取組みを行う際に参考にしていただける優良事例について、「ＳＤＧｓ取組事
例集」として取りまとめました。この事例集は今後更に充実させてまいります。
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

ＮＰＯと企業が協働したがん治療中の患者をサポートできる美容師の養成
【ＮＰＯ法人ウィッグリング・ジャパン、（株）ダリア、（株）タカラ薬局】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ： ＮＰＯ法人ウィッグリング・ジャパン

株式会社ダリア
株式会社タカラ薬局

住 所 ： 福岡市中央区天神２－２－１３－３F
代 表 者 ： 代表理事 上田あい子

【関係する県の制度】

ふくおか共助社会づくり表彰
ＮＰＯ・ボランティアと企業、行政などによる、他の模範とな
る優れた協働の取組みに対する表彰制度

（人づくり・県民生活部社会活動推進課）

【経緯・背景等】
がん患者の中には、抗がん剤の副作用での脱毛など外見の変化の悩

みから闘病への意欲や自信を失くしてしまう人が多くいるが、そう
いった外見の悩みを相談できる場所は少ないのが現状。

【取組内容】
ウィッグのレンタルを通じて患者と長年接してきたNPO（ＮＰＯ法

人ウィッグリング・ジャパン）と、美容室のネットワークを持つ総合
美容商社（株式会社ダリア）、がん治療の薬の知識を持つ薬局（株式
会社タカラ薬局）の協働により、がん患者に寄り添ったサービスを提
供できる美容師を養成するための講座を全国で実施している。
がんや薬に関する基礎知識やがん患者に対するコミュニケーション

マナーなど、それぞれの専門家による講義のほか、実習型のワーク
ショップも取り入れることで、実践的なスキルアップにつながる講座
で、がん患者が安心して相談できる居場所づくりにつながっている。
講座修了者の在籍する美容室では、がん患者の希望に応じて、

ウィッグのカットや脱毛時のサポート、自毛、再生毛のケアなどを行
うほか、NPOが全国から寄附を受けたウィッグを安価に提供すること
で、がん患者の外見ケアのサポートに寄与している。

講座修了者の集合写真

講座の様子

講座の様子
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

子どもや女性従業員の見守り活動【（株）関屋電設】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ： 株式会社関屋電設
住 所 ： 大野城市川久保３－１－１０
代 表 者 ： 代表取締役 占部 豊

【関係する県の制度】

女性と子どもの安全みまもり企業
企業による従業員やその家族が性犯罪に遭わないための教育等
を促進することで、性犯罪の抑止を図り、女性や子どもが安全
に安心して生活できるまちづくりを目指す。

（人づくり・県民生活部生活安全課）

【経緯・背景等】
本社が小学校の通学路に面しており、また、社内における女性従業

員の割合が２割を超えたことから、増加する性犯罪・子どもを狙った
犯罪の抑止に繋がる何かを行いたいと考えた。

【取組内容】
緊急時に子どもが駆け込みやすいよう、こども１１０番の家ステッ

カーを貼付し、事業所内にはマニュアルを作成・掲示している。
防犯カメラを社内・屋内に設置し、事件時警察へ提出協力している。
通学中の子どもたちへの挨拶を行っている。また、定期的に地域を

見回り、その結果については行政への報告を行い、地域内の暗い道や
危ない箇所を発見した際には各区への防犯灯追加等の提案を行ってい
る。
春日大野城那珂川防犯協会に所属し、営業車両に「安全パトロール

中」のステッカーを貼り付けている。
学校・家庭・地域が連携し、（PTA+地域Community）の一環として、

子どもの学習習慣の定着や様々な体験活動を通じて社会性を育てるこ
とを目的として行われているランドセルクラブに積極的に参加し、小
学校でお仕事体験等の放課後学習を行っている。
県警ＯＢが講師を務める防犯講習会等へ積極的に参加し、社内研修

会等で従業員へ周知・指導を行っている。
女性従業員に防犯ブザーを配布している。
視界が良くなるよう社屋周りの除草、伐採を行っている。 小学校における放課後学習の実施

女性と子どもの安全みまもり企業
「女性と子どもの安全みまもり企業」防犯パトロールステッカー ３



【関連するＳＤＧｓのゴール】

ＩＴを活用した在宅勤務制度の導入【イエノコト（株）】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：イエノコト（株）
住 所 ：太宰府市通古賀５－２－３
代 表 者 ：代表取締役 淀川 洋子

【関係する県の制度】

福岡県男女共同参画表彰
地域や職域等において男女共同参画の推進に関して著しい功績
があり、他の模範と認められる取組を行っている企業や団体、
県民（個人）を表彰するもの。

（人づくり・県民生活部男女共同参画推進課）

【経緯・背景等】
平成２４年リフォーム＆リノベーション企業として創業したが、創

業当時、子育てや介護に追われる女性社員がほとんどであった。その
ため、仕事と生活の調和を第一に考え、ITを活用した在宅勤務制度を
導入した。

【取組内容】
フェイスブック、グーグルウェア及びテレビ会議システム等を積極

的に活用し、在宅で社員との打合せやコミュニケーションがとれるよ
う工夫を凝らし、働きやすい環境を実現。総務省「平成２８年度テレ
ワーク先駆者百選」にも選ばれている。
男性従事者が多い建設業界において、女性の活躍・女性の就業継続

に尽力しており、社員８名のうち女性５名、管理職はすべて女性。業
界におけるロールモデル的な存在である。
「女性が家族の真ん中でいつも輝いているクラシカタ」という理念を
掲げ、ただ住むハコとしての家づくりではなく、その先にある理想的
で豊かな暮らしづくりを目的に、女性目線に立った「暮らし方」を提
案。また、「家事セラピスト」の資格を有する社員が住まいの相談に
乗り、モデルハウスにおいて片付けレッスンをはじめヨガやネイル
アートなど、暮らしをより便利に楽しくするイベントを開催。「暮ら
し何でも相談所」としてのつながりも生み出している。

イエノコト（株）スタッフの皆さん子どもたちと家事に取り組む様子現場で設計図を確認する様子
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

手づくり総菜販売店による高齢者見守り活動
【（株）アクティブ・ライフ・サポート 団らん処 和菜屋】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：株式会社アクティブ・ライフ・サポート

団らん処 和菜屋
住 所 ：北九州市小倉北区金田１－１－６－１０１
代 表 者 ：代表取締役 三村 和礼

【関係する県の制度】

福岡県ひとり暮らし高齢者等見守り活動
に関する知事表彰
優秀な見守り活動を行っている住民団体及び事業所を表彰する。

（保健医療介護部高齢者地域包括ケア推進課）

【経緯・背景等】
UR金田団地でひとり暮らしの方が増えていることを知り、食事や周

りに住んでいる人とのコミュニケーションのサポートが出来る場を提
供したいという思いから、団地内に「団らん処和菜屋」を設立し様々
な取組を実施している。

【取組内容】
食事の面から高齢者の健康支援をはじめとした取組をしている。
同企業は隣接する「デイサービス 和才屋」を経営しており、和菜

屋の店主や従業員は、作業療法士やケアマネジャーの資格を持ち、来
店する高齢者の健康状態の確認（店舗で血圧と体重を測定し記録）と
助言、介護に関する相談対応などをしながら見守りをしている。
団地内やその周辺で買い物弱者となっている高齢者宅に惣菜の宅配

を行い、見守りと安否確認を行っている。
店内にイートインスペースを設け、高齢者の集いの場と会話の機会

を提供している。
民生委員や団地内の商店、町内会や子ども会と連携協力し、高齢者

も気軽に参加できる地域イベントを開催している。

知事表彰受賞の様子イートインスペースの様子「団らん処 和菜屋」店内の様子
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

子育てしやすい職場環境の整備【（株）不動産のデパートひろた】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：株式会社不動産のデパートひろた
住 所 ：北九州市八幡東区山王１－１１－１
代 表 者 ：代表取締役 廣田 豊

【関係する県の制度】

子育て応援宣言企業登録制度
企業のトップ自らが従業員の仕事と子育ての両立のための具体
的な取組を宣言し、それを県が登録する制度

（福祉労働部労働局新雇用開発課）

【経緯・背景等】
代表取締役の廣田 豊（ひろた ゆたか）さんは、子育て応援宣言

企業に登録した思いを、次のようにお話しされました。
「宣言して形にする事で、個人の活躍と会社の発展と、相互に良くし
ていける会社にしたい。今後も男女ともに計画的に休暇が取れ、育児
が出来る環境を整えることが、色々な立場にある社員が長く活躍する
ことにつながっていくと思います。」

【取組内容】
・育児休業の取得可能期間は子どもが２歳になるまでであり、それ以
降も保育園に入れなかった場合にはさらに調整。休業中は無給だが、
取得しても昇給には影響しない。
・育児休業取得の対象となる男性従業員には、総務から取得可能な旨
を伝えるとともに、店長やグループ責任者の上長にも情報共有するこ
とで、取得しやすい環境を整備。また、総務が相談窓口となり、制度
を知らない若手従業員や中途で入社した従業員に対しても周知を実施。
・RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）に積極的に取
り組み、年間1,470 時間の業務時間の短縮ができたおかげで、男性が
育児休業を取得しても他の従業員の負荷とならず、育児休業が取得し
やすい職場環境が実現。
・「リフレッシュ休暇（４日連休）」や「アニバーサリー休暇（1 
日）」を制定することで、従業員1人につき年間最低5日間の年次有給
休暇の取得につながっている。
・育児休業から復帰した従業員には残業を免除。残業せずに済むよう
な業務を担当してもらったり、残業のある店舗ではなく本社に異動し
てもらったりと配慮している。
・児童手当制度の補完と、子育て中の従業員を積極的に応援するとい
う目的で、「家族育児手当」を制定。扶養義務のある配偶者に対して
月5千円、扶養義務のある子ども1人に対して月5千円を支給(同一期間
子ども2人分を上限とし支給)。 企業の外観 社員の皆さん 福岡県子育て応援

宣言登録マーク
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

子育てしやすい職場環境の整備【（株）スズキ自販福岡】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：株式会社スズキ自販福岡
住 所 ：糟屋郡粕屋町仲原鶴町2567-10
代 表 者 ：代表取締役 帆足 達也

【関係する県の制度】

子育て応援宣言企業・事業所知事表彰
企業のトップ自らが従業員の仕事と子育ての両立のための具体
的な取組を宣言し、それを県が登録する「子育て応援宣言企
業」のうち、仕事と子育ての両立支援への取組が特に優秀な企
業に対する表彰
（福祉労働部労働局新雇用開発課）

【経緯・背景等】
スズキのコンパクトカー及び軽自動車は子育て世代の２台目の車

として大変ご好評いただいており、お客様だけでなく、自社職員の
子育ても応援する、この両輪がこれからの企業には必要だと考え、
様々な取組を行っている。

【取組内容】
・女性従業員が育児休業から復帰する際には、自宅や保育所など状
況を把握したうえで、総務から職場責任者や上司に配慮を促し、残
業の発生しない業務へ配属するなどの対応をとっている。そのため、
ここ数年、出産や育児を理由として退職した女性従業員はいない。
・短時間勤務は子どもが小学３年生まで利用可能。多様な勤務形態
があり、希望の勤務時間や通勤距離を勘案して決定している。
・子の看護休暇は子どもが小学校就学後も取得可能で、各家庭の事
情に合わせ柔軟に対応している（給与の支給はなし）。また、配偶
者出産休暇を特別有給休暇として２日付与している。
・無給となる産前産後休暇中は、会社の給与補償がある（給与の８
割～９割ほどを支給）。また、出産祝金を５千円、中学３年生まで
の子どもがいる従業員には「子育て支援手当」として、第１子・第
２子目に各３千円、第３子目以降には各１万円を毎月支給している。
・子育て中の従業員に限らず、家族サービスの時間が確保できるよ
う、働き方改革の一環として増員を図り、周囲がカバーできるよう
な体制づくりに取り組んでいる。
・2020年度健康経営優良法人2020（大規模法人部門）にて健康経営
優良法人2020に認定していただき、従業員の健康増進、健康管理に
対してもすべての従業員が健康に働きつられる会社として日々精進
している。

スズキ自販福岡 社員の皆さんと展示車
経営優良法人
2020認定書
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

障がいのある人によるサービスの利用【（有）プラネット印刷】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：有限会社プラネット印刷
住 所 ：北九州市小倉北区西港町６１－１４
代 表 者 ：代表取締役 林 厚次

【関係する県の制度】

障がい者応援まごころ企業
障がいのある人が心を込めてつくる「まごころ製品（注）」。
その売上げは障がいのある人の収入向上となり、経済的自立へ

とつながります。
多くの企業の皆さまに「まごころ製品」を購入いただき、社会

全体で障がいのある人を応援していただくため、障がい者就労施
設等から年間１０万円以上の「まごころ製品」を購入または調達
していただいた企業等を、「障がい者応援まごころ企業」として
認定します。

(注)福岡県では障がい者就労施設等で働く皆さんが心を込めてつくる物品や
サービス（役務）を総称して「まごころ製品」と名付けています。パン・お菓
子・縫製品・木工品などの物品だけでなく、清掃・印刷・軽作業・クリーニン
グ・除草作業などの役務も「まごころ製品」です。

（福祉労働部労働局新雇用開発課）

長期間、定期的な業務の発注で、
障がいのある人の収入向上に貢献

【取組内容】
発注先企業には、主に手作業の業務（印刷製品の袋詰め、チラ

シの挟み込み、テープ貼り等）を依頼している。手間のかかる細
かな作業にもかかわらず、早く・丁寧に行っていただいており、
今後も引き続き作業を依頼する予定。長期間、定期的に業務を発
注することで、障がいのある人の収入向上に寄与している。

記入をお願いします。

取組内容の拡充をお願いします。
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

自動車燃料使用量削減の取組み【モリタ企画産業（株）】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：モリタ企画産業株式会社
住 所 ：福岡市城南区別府２－１２－３
代 表 者 ：代表取締役 森田 征幸

【関係する県の制度】

エコ事業所登録制度
省エネルギー・省資源などの地球温暖化対策に取り組む旨の
「エコ事業所」宣言を募集・登録することにより、事業所の具
体的な取組みを促進する。登録事業所に登録証を交付し、県の
刊行物などで広く紹介するとともに、取組みが優秀な事業所を
表彰する。

（環境部環境保全課）

【経緯・背景等】
・従来から、車両日報で自動車燃料を管理していたが、燃料代高騰
のため、さらなる経費削減が必要となった。

・自動車燃料の削減には、社員一人一人の意識向上が必要なため、
福岡県が募集する「エコ事業所」に登録して「自動車燃料使用量
の削減」を宣言し、社員全員で宣言内容を徹底することになった。

【取組内容】
・自動車燃料使用量の削減に向けた取組みとして次のとおり実施。

① アイドリングストップの励行
② 効率の良い運行ルートの確認と実行
③ 車両の点検、整備の徹底
④ ガソリン車2台をGPS機能を備えているハイブリッドに変更

・これらの取組みにより、自動車燃料使用量を対前年度比30.0％減
少することができ、この取組みが評価され「令和元年度 エコ事
業所 自動車燃料使用量削減部門」で最優秀賞を受賞した。

・職員一人一人の意識向上により、二酸化炭素削減だけでなく、経
費削減、安全運転の徹底など様々な波及効果が出てきた。

車両の点検 表彰状と登録証
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

リサイクル製品の製造【（株）プラテクノマテリアル】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：株式会社プラテクノマテリアル
住 所 ：田川郡福智町伊方３５９３－１
代 表 者 ：代表取締役 田中 妥広

【関係する県の制度】

福岡県県産リサイクル製品認定制度
資源の循環的な利用及び廃棄物の減量の促進を図るとともに、
県内のリサイクル産業の育成に寄与し、もって循環型社会の形
成に資することを目的に、一定の基準を満たすリサイクル製品
の認定を県が行い、その利用促進を図る制度。

（環境部循環型社会推進課）

【経緯・背景等】
もともと自動車部品等のプラスチックのリサイクルを行っていたが、

「ペットボトルのキャップもプラスチックなので、これをリサイクル
できないか」という社員の子供の一言がきっかけで、平成21年度から
キャップのリサイクル製品を作り始めた。

【取組内容】
団体・企業・官公庁・小学校等が集めたペットボトルキャップをリ

サイクル材料として使用したプランター、小学生用引出、定規など、
様々なリサイクル製品を製造し、地方自治体や小中学校などに広く販
売している。
また、製造過程において、カメラによる色選別装置によりキャップ

を分別して再形成することで、着色料を使わずに色彩豊かなリサイク
ル製品を製造している。
令和元年度は、プランター約1400個、引出約250個を地方自治体や

小学校に販売した。
さらに、集まったペットボトルキャップ１kgあたり10円をＮＰＯ等

の団体に寄付し、途上国にワクチンなどを寄付する活動を行っている。

ペットボトルキャップを使用したプランター 福岡県県産リサイクル製品認定マークペットボトルキャップを使用した小学生机用引出
１０



【関連するＳＤＧｓのゴール】

有機栽培による持続可能な農業の推進【（株）鳥越ネットワーク】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：株式会社鳥越ネットワーク
住 所 ：田川郡赤村大字内田３０６
代 表 者 ：代表 鳥越 和廣

【関係する制度】

ＪＧＡＰ認証、有機ＪＡＳ認証
ＪＧＡＰ認証：農業生産工程管理を第３者機関が認証
有機ＪＡＳ認証：化学農薬、肥料を使用しない規格に沿った農

産物を第３者機関が認証
※県では、認証取得に向けた技術的支援を実施

（農林水産部食の安全・地産地消課）

【経緯・背景等】
安全な農産物生産への意識から、農薬や化学肥料を極力使用しない農

業を志し、有機栽培の取組を開始。
消費者への直接販売や生協との取引を通じて、1995年に「赤村特別栽培
米研究会」を立ち上げ、2017年に「株式会社 鳥越ネットワーク」として法人
化。従業員10名、年間臨時雇用のべ780人日の企業体制を構築するととも

に、持続可能な農業生産・経営の実践に取り組んでいる。

【取組内容】
生産する水稲、施設栽培（トマト、ミニトマト、セロリ）ともに、

化学肥料や化学合成農薬を一切使用せず、害虫を食べる虫を活用した
防虫技術や、田んぼに紙を敷いて除草を行う技術などを駆使し、有機
栽培を確立している。
また、生産性向上・コスト低減を図るため、肥料やその他資材の共

同購入、農業機械の共同利用、施設栽培における環境制御装置の導入、
企業との連携による生産管理システム開発等に取り組んでいる。
販売面では、出荷資材等の共同購入、農産物の共同輸送を行い、コ

スト低下、ロットの確保を行っているほか、６次産業化の取組として、
有機栽培のトマトを原料とした加工品（ケチャップ等）を開発、販売
している。
地域の農地保全にも取り組んでおり、大豆等の有機栽培に、遊休農

地を活用している。
さらに、これらの取組の波及を目指し、生協組合員を対象とした虫見

会や収穫体験などの農作業イベントを年２回開催しているほか、小学校で
の出前授業等を実施するなど、有機農業への理解促進を図っている。

有機栽培のミニトマト 紙マルチ田植機（除草） １１



【関連するＳＤＧｓのゴール】

６次産業化商品ごぼうかりんとう「伊都ごぼりん」の開発、販売
【糸島農業協同組合】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：糸島農業協同組合
住 所 ：糸島市前原東２－７－１
代 表 者 ：代表理事組合長 山﨑 重俊

【関係する県の制度】

福岡県６次化商品コンクール
県内各地で６次産業化の取組みによる新たな加工商品等の開発
が進められている中、これらの６次化商品の魅力を高め、販売
拡大を促進するため、「福岡県６次化商品コンクール」を実施
し、消費者から高く評価されている商品や、新規性や話題性に
優れた商品を表彰するもの。

（農林水産部 園芸振興課）

【経緯・背景等】
糸島農業協同組合では、生命産業である農業の振興を図り、豊かな

地域社会の実現に貢献するという基本理念の基、安全・安心な農畜産
物の生産はもとより、環境にやさしい農業を目指し、さまざまな取り
組みを行っている。
その一環として、農業者の所得向上や雇用の増大につながる６次産

業化に取り組んでいる。

【取組内容】
糸島市の地域、風土を活かし、組合員自ら生産した「ごぼう」のう

ち、その生産過程で発生した規格外品と、「小麦」（ラー麦：福岡県
育成品種）を活用した風味豊かなごぼうかりんとう「伊都ごぼりん」
を開発、販売している。「伊都ごぼりん」は、外部へ製造を委託し、
糸島農業協同組合の直営販売所である「伊都菜彩」（年間利用者数
135万人）での直売、及びインターネット販売を行っている。
この取組により、糸島産農畜産物の知名度、認知度を更に高めると

ともに、加工品製造・販売の強化による経営基盤の一層の充実を図っ
ている。
また、数多くの６次産業化の取組みに加え、直売所「伊都菜彩」の

運営により地産地消の推進、食育活動、雇用の創出など地域の活性化
にも寄与している。

※６次産業化とは
農林漁業者（第一次産業）が自ら生産した農林
水産物を活用し、加工・製造（第二次産業）や
流通・販売（第三次産業）に取り組むこと。

伊都ごぼりん 伊都菜彩
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【関連するＳＤＧｓのゴール】

安心、安全な食品の提供【（株）野上養鶏場】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：株式会社野上養鶏場
住 所 ：鞍手郡鞍手町大字中山1034-2
代 表 者 ：代表取締役 野上 勉

【関係する制度】

農場ＨＡＣＣＰ認証制度
農場の飼養衛生管理にＨＡＣＣＰの考え方を取り入れて、生産
される畜産物の安全性の確保及び生産性の向上を図る制度。
危害要因の分析・評価（ＨＡ）を行い、個々の農場の状況に応
じた一般的衛生管理プログラムや重点管理点（ＣＣＰ）を決定
し、適切な飼養衛生管理に取組むことにより、最終的な製品の
人への健康被害等の危害発生を防止する。
※県ではHACCPに沿った衛生管理が行われているか確認・指導
を実施

（農林水産部畜産課）

【経緯・背景等】
約７万羽の採卵鶏を飼養する自社農場を有し、卵の洗卵・選別・包

装、輸送、店舗や通販での販売まで行う一貫経営企業である。
安心、安全な卵を提供することを目的として、平成２７年からＨＡ

ＣＣＰ制度（右記参照）の導入を開始し、令和２年１月に農場ＨＡＣ
ＣＰ認証農場として認証された。

【取組内容】
農場生産物による健康被害の防止を実現するため、農場の厳重な衛

生管理及び鶏の健康管理に努めている。
更に、ＨＡＣＣＰに基づく生産工程管理によって、生産効率の向上

と鶏の損耗防止による安定的な卵の生産を実現するとともに、自社ブ
ランド「味宝卵」を創設し、地域の安定的かつ高品質な鶏卵供給元と
なっている。
また、生産のみならず包装、販売、製品化（６次産業化）及び物流

も一貫して行い、現在は、包装施設の衛生管理向上及び液卵工場の増
設に取組んでいる。
責任ある地域の一員として、積極的に地域の人材を採用しており、

地域の雇用創出、活性化にも貢献している。

販売所
味宝卵の
パッケージ

卵とプリン

１３



【関連するＳＤＧｓのゴール】

ニセ電話詐欺防止の活動 【橋爪印刷】

【企業・団体情報】
社名・団体名 ：橋爪印刷
住 所 ：八女市吉田１８９９番地１
代 表 者 ：橋爪 哲也

【関係する県の制度】

ニセ電話気づかせ隊推進委員会表彰
ニセ電話気づかせ隊に加入している参加団体の被害抑止活動に
ついて、年１回、その活動実績等が優秀だった団体を表彰する
もの。

（警察本部 生活安全総務課）

【経緯・背景等】
平成１６年４月、八女警察署長及び八女地区防犯協会長から「防犯

指導員」として委嘱され、以来、地元の子供達に分かりやすく防犯を
学んでもらうために、防犯寸劇を始めとした様々な活動を行ってきた。
近年は、ニセ電話詐欺の急激な増加に伴い、防犯指導員としてだけ

ではなく、自身が経営する印刷会社として何かできることはないかと
考え、「ニセ電話気づかせ隊」に加入し、ニセ電話詐欺防止に向けた
活動を継続的に実施している。

【取組内容】
平成２７年に発足された「ニセ電話気づかせ隊」は、ニセ電話詐欺

の被害防止活動を県民運動として展開しており、同活動を行う団体、
事業者、地域住民等で構成されている。
橋爪印刷は、発足時から「ニセ電話気づかせ隊」に加入し、年金支

給日におけるニセ電話詐欺被害防止キャンペーンを始め、店舗には、
ニセ電話詐欺防止に関するポスターやチラシを掲示し、顧客である高
齢者やその家族に対して注意喚起を実施しているほか、県警発行の
「ニセ電話気づかせ隊通信」を店舗で増刷して、多数の地域住民等に
配布するなど、ニセ電話詐欺の被害防止活動に取り組んでいる。
上記取組の功労により、令和元年７月に「ニセ電話気づかせ隊推進

委員会」において、県知事から表彰された。

ニセ電話詐欺被害防止機器マスコットキャラクター

「まっ太くん」ポスター掲示状況 年金支給日におけるキャンペーン １４


